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平成19年度「発展途上国研究奨励賞」
候補作品公募のお知らせ

「発展途上国研究奨励賞」は、途上国に関する社会科学およびその周辺分野の調査研究水準の向
上と研究奨励に資するために、アジア経済研究所が創設（昭和 55 年）したものです。平成 19 年
度の候補作品を次の要領で募集いたしますので、広くご応募、ご推薦をお願いします。

対　　象： 発展途上国の経済およびこれに関連する諸事情を調査または分析した著作とし、次の
①あるいは②に該当するもの。個人研究、共同研究の別は問わない。

　　　　　① 平成 18 年 1 月から同年 12 月までにわが国で公刊された日本語または英語による図
書、雑誌論文、調査報告、文献目録。

　　　　　②平成 18 年 1 月から同年 12 月までに海外で公刊された日本人による英文図書。

応募方法：作品 1点につき 1枚の官製はがき、FAXまたは Eメールを使用し、
　　　　　 ⑴著者名、⑵書名または論文名、⑶出版社名または掲載誌名、⑷刊行年月、⑸推

薦理由、⑹推薦者の住所、氏名を明記のこと。
　　　　　※自薦の場合対象著作 2部を送付のこと。

応 募 先：〒 261-8545 千葉県千葉市美浜区若葉 3-2-2
　　　　　日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研究所 研究支援部 成果普及課
　　　　　FAX：043-299-9726 ／ E-MAIL：shourei@ide.go.jp

応募締切：平成 19 年 2 月 28 日（水）まで

表　　彰：平成 19 年 7 月 4 日（水）
　　　　　若干点を選定し、表彰状および副賞として 50 万円以内の賞金または記念品を授与する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
この件についてのお問い合せは下記にお願いいたします。

アジア経済研究所 研究支援部 成果普及課
TEL:（043）299-9536
FAX:（043）299-9726

イデアス開発問題セミナーのお知らせ

アジア経済研究所開発スクール（イデアス）ではこのたび下記要領にて開発問題セミナーを開催
いたします。皆様のご参加をお待ちしております。

期　　日：2007 年 3 月 10 日（土）午後 2時～ 4時

場　　所：JICA 国際協力総合研修所
　　　　　（JR中央線・総武線、東京メトロ有楽町線・南北線、都営新宿線「市ヶ谷」下車）

定　　員：80 名

テ ー マ：「開発と環境」

参加予定者：堤　理恵（国連環境計画（UNEP）プログラム　オフィサー）他

本件に関するお問い合わせはアジア経済研究所開発スクール（TEL：043（299）9562 ／ E-MAIL:
goideas@ide.go.jp）までお願いいたします。
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国際シンポジウム
「躍進するBRICs　虚像と実像」開催報告

2006 年 12 月 20 日、朝日新聞社、世界銀行との共催で国際シンポジウム「躍

進する BRICs虚像と実像」を千代田区の経団連ホールで開催しました。本シ

ンポジウムでは、ブラジル、ロシア、インド、中国 4カ国の内的要因に着目し、

長期的な視点に立った BRICs経済の成長と展望について活発な議論が繰り広

げられました。

渡辺修ジェトロ理事長、武内健二朝日新聞東京本社編集局長、吉村幸雄世

界銀行副総裁・駐日特別代表の開会挨拶で幕を開け、冒頭の基調講演では、

アリス.H.アムスデン（米マサチューセッツ工科大学教授）が、経済発展の原

動力には途上国の地場企業の存在が必須であり、BRICs諸国は経営専門家が

経営する大きな地場企業が原動力となっていること、また、起業家精神あふ

れる地場企業が育ってこそ、その国のグローバリゼーションは実現すること

を力説しました。

続いて、ウィリアム・ジョン・マーティン氏（世界銀行リードエコノミス

ト）は、中国とインドに着目し、2国の急速な輸出の拡大が世界経済に、さ

らに 2国にいかなる影響を及ぼすかについて分析をしました。

後半では、星野妙子（ジェトロ・アジア経済研究所　地域研究センター次

長）、張軍（中国復旦大学中国経済研究センター所長）、ムラリ・パティバン

ドラ（インド経営大学バンガロール校教授）、エフゲニー・ヤーシン（ロシ

ア高等経済大学院アカデミック・スーパーバイザー、前経済相）、ジョアン

・カルロス・フェラス（国連ラテンアメリカカリブ経済委員会（ECLAC）生

産・生産性・管理部部長）が、中国、インド、ロシア、ブラジルの経済分析

について、講演を行いました。その後、藤田昌久（ジェトロ・アジア経済研

究所所長）を交えてパネルディスカッションを行い、議論が深められました。

最後に、朽木昭文ジェトロ理事の閉会挨拶により、シンポジウムは大盛況

のうちに閉会しました。ご来場、ご支援いただきました皆様に心より感謝申

し上げます。
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—アジアきりえ紀行—

念　誦

ブータン
遥かなる仏教王国ブータンの自然・暮らし・手織物探索の旅に出

かけました。ブータンは、人口約60万人、面積は九州の約1.1倍、
君主制のヒラヤマ山脈の山岳国家です。空路バンコクからプロペラ
機で３時間のブータン唯一の空港パロ谷に降りました。
そして首都ティンプーを起点に東西の交通の要地トンサ・ブムタ

ン、古都ブナカのスケッチを楽しみました。それらの街で、またそ
の道中で祈りの姿を多く見ることができ、仏教王国の一面を感じま
した。ブムタンへの途中の寺院で出会った年老いたお婆さんと家族
の祈りが、きりえ作品になりました。
� （きりえ／解説・日本きりえ協会常任委員　坂部信子）

本誌は古紙100％の再生紙を使用しております。
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